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研究成果の概要（和文）：近代日本においてミソジニーは、女性排除的な職業世界に生きていたエンジニアや上
級海員のような上層技術労働者層男性との結びつきよりも、ホモソーシャルの確認を通じなければ構築に困難を
ともなう都市新中間層の男性性と強く結びついていた。また明治（近代初期）よりも、大正末期から昭和初期に
かけての（民族主義的）国家社会主義運動の高まりの中で、一度は包摂した女性を社会運動から排除していくイ
デオロギーとして機能した。しかしそのような社会運動の行動主義化・青年運動化に、宗教的禁欲主義と結びつ
いたホモエロティシズムが明確に可視化されていかない点に、ドイツやイタリアにおける青年運動との相違がみ
られた。

研究成果の概要（英文）：In modern Japan, the middle class office workers embodied their masculinity 
more misogynous than the highly skilled industrial experts’ masculinity. The male office workers 
were so threatened by the competition with female co-workers for the jobs, that they needed to 
reinforce their homosociality to defeat female. 
Especially, misogyny was emphasized in the national socialist movement from the end of Taisho era. 
Many male socialist who had encouraged female activists was influenced by the nationalism and 
misogyny. They put the clock back and eliminated female activists. Such misogynous nationalism was 
also seen among youth movement including Youth-League of modern Germany or modern Italy. Although 
such Youth-Leagues were often blamed for their homo-erotic atmosphere, Japanese misogynous 
nationalists took more uncertain attitude toward homosexuality. So it is hard to find homophobia 
clearly in the Japanese discourses on homosociality.

研究分野： ジェンダー
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
申請者は平成 19年度～平成 22年度の基盤

研究（C）「近代日本の兵士的男性性構築のジ
ェンダー・ポリティクスと＜女性＞のエージ
ェンシー」において、以下のような知見を得
ることができた。 
（１）植民地開拓事業および農村における女
性の男性性言説において、「家庭」の「明る
さ」という概念が、男性性構築に重要な役割
をもっていること。ここにおいては必ずしも
あからさまなミソジニー（女性嫌悪）は必ず
しもみられない。他方で、植民地事業と男性
性との関連について蓄積があるイギリスの
先行研究などと比較した場合、ホモソーシャ
ル（女性排除的な男性紐帯）の存在が必ずし
も明確ではなく、この点については分析対象
資料を増やして、さらなる検討が必要である
こと 
（２）植民地事業の遂行にともなっての、自
己犠牲的な男性性の構築にあたっては、イギ
リスなどにおいて敬虔主義が果たした役割
を、日本においても仏教・神道等が果たした
可能性は捨てきれないものの、むしろ特定の
個人（年長男性）に対する心酔が強くみられ
ており、この点について今後の研究を通じて
さらなる掘り下げが必要であること。 
植民地事業と男性性との関係性において

｢家庭｣イデオロギーが果たすアンビバレン
トな役割については、John Tosh による
Manliness and Masculinities in 
Nineteenth-Century Britain; Essays on 
Gender, Family and Empire. （ Pearson 
Education Ltd. 2005 ） や Trev Lynn 
Broughton & Helen Rogers の編による
Gender and Fatherhood in the Nineteenth 
Century.(Palgrane Macmillan, 2007) 
等でも指摘されているが、これらの研究の知
見と比較して上記（１）および（２）の点が
明らかになったことは、近代的男性性の構造、
特にホモソーシャルの形成のしかたに、日本
的特徴を見出し得る可能性を示唆するもの
であった。 
すなわち「近代日本の兵士的男性性構築の

ジェンダー・ポリティクスと＜女性＞のエー
ジェンシー」よりもさらに分析対象資料を増
やし、近代日本の男性性の構造の全体像を明
らかにする。その際に、男性性の構造を、ホ
モソーシャルおよびその反作用としてのミ
ソジニーとホモフォビアの、３つの軸に沿っ
て構築されているものととらえて、その構造
の日本的特徴を把握する必要性が、確認され
たのであった。 
 
２．研究の目的 
前項でも述べたように、本研究は近代日本

の男性性の構造を、ホモソーシャルおよびそ
の反作用としてのミソジニーとホモフォビ
アの、３つの軸に沿って構築されているもの
ととらえて、その構造の日本的特徴を把握す
ることを目的とするものである。具体的には、

大正期から昭和初期にかけての都市新中間
層における男性性の構造を、当時増加してい
た俸給生活者向けのメディア（雑誌、新聞、
修養読み物など）の男性性言説分析を通じて
把握する。 
分析にあたっては、収集した男性性言説を、

（ａ）ミソジニー（女性嫌悪）、（ｂ）ホモソ
ーシャル（男性紐帯）、（ｃ）ホモフォビア（同
性愛嫌悪）、の３つの軸に沿って分類・構造
化し、その特徴を探る。 
その上で、都市新中間層男性とは対抗的な

男性性を構築していたと考えられる、工場労
働者および植民地開拓事業参加者の男性性
言説も収集し、構造を同様に（ａ）～（ｃ）
の３つの軸に沿って分類・構造化する。そし
て両者の構造を比較し、（ａ）～（ｃ）の各
要素、特にミソジニーが男性性構築にもつ意
味を考察する。 
 
３．研究の方法 
（１）都市新中間層俸給生活者向けのメディ
アとして、「近代日本の兵士的男性性構築の
ジェンダー・ポリティクスと＜女性＞のエー
ジェンシー」においても分析対象とした『サ
ラリーマン』誌をあらためて本研究の問題意
識にそって分析しなおすほか、よりミソジニ
ー・ホモソーシャルが明確に抽出可能なメデ
ィアとして『日本及日本人』誌、さらに社会
主義右派政党（社会民衆党、社会大衆党など）
や俸給生活者組合などの団体の機関誌、関連
する新聞報道などの男性性関連言説を収集
する。同様に、対抗的男性性が示されている
ものとしての、工場労働者・植民地開拓事業
参加者をめぐる男性性言説として、「近代日
本の兵士的男性性構築･･･」研究でも分析対
象とした『拓け満蒙』誌をあらためて分析し
なおす他、上層工場労働者（エンジニア層）
の雑誌として『工人』誌、また広義の植民地
事業従事者層として、上層海上労働者層（い
わゆる上級海員）向けの雑誌『海員』（全日
本海員組合機関誌）を対象に、男性性関連言
説を収集する。 
（２）収集した資料の男性性言説を（ａ）ミ
ソジニー、（ｂ）ホモソーシャル、（ｃ）ホモ
フォビア、の３つの軸に沿って分節化した上
で分類し、各分節をデータベースソフトに打
ち込んで整理した上で、そこにどのような構
造がみられるかを検討する 
（３）ミソジニーやホモソーシャル、ホモフ
ォビアについてのフェミニズム・ジェンダ
ー・クィア研究およびそれを用いた男性性研
究の最近の知見を取り入れるべく、英語圏の
海外文献を収集し、理論整理をおこなう。 
 
４．研究成果 
 前項で述べた分析の結果、以下のような点
が明らかとなった。 
 
（１）ミソジニー出現の違いからみえるホモ
ソーシャルの多様性 



 モダンガールや女学校卒の女性、職業婦人
などへのミソジニーは、都市新中間層男性の
男性性言説において強く存在する一方で、植
民地開拓事業をめぐる男性性言説では、困難
な植民地事業の国家的意義を理解し「明る
い」「大陸の新家庭」を共に築くパートナー
となり得る者として女学校卒女性を排除し
きることが困難であったため、都市新中間層
男性の男性性言説ほどの明確なミソジニー
の存在が確認できなかったことは、先の「近
代日本の兵士的男性性構築･･･」研究におい
ても確認されていた。この点について本研究
において、分析対象を上層工場労働者（エン
ジニア層）向け雑誌『工人』誌と、上層海上
労働者層（いわゆる上級海員）向け雑誌『海
員』にも広げて検討したところ、都市新中間
層男性の男性性言説ほどの強烈なミソジニ
ーは確認できなかった一方で、「新家庭」を
共に築くパートナーとしての女学校卒女性
に対する期待や憧憬も明確には確認できな
かった。 
 エンジニア層・上級海員層ともに、実際の
婚姻相手として女学校卒女性は、とりわけ上
層においては少なくなかったと考えられる
が、女性が家族経営農業の一翼を担う者とし
て位置づけられていた植民地開拓農業移民
とは異なり、エンジニアや海員の世界におい
て妻となる女性は男性の属する職業世界と
は完全に切り離されていた。他方で、都市新
中間層男性にとって職業婦人の増加は彼ら
の雇用に対する潜在的脅威であったが、エン
ジニアや海員の世界において女性はそのよ
うな競合者とはなり得なかった。 
言い換えれば、都市新中間層男性のホモソ

ーシャルが女性排除＝ミソジニーによって
常に（再）確認／構築されるものであったの
に対し、エンジニア層男性・上級海員層男性
のホモソーシャルはミソジニーによる確認
を必要としていなかった。女人夫や女沖仲士
など彼らの職業世界と接触する女性労働者
は、ミソジニーの対象としてではなくあたか
も新奇な風俗をもつ異民族の女性のように、
本質的に彼らのホモソーシャルの外部に位
置づけられて認識されていた。エンジニア層
男性・上級海員層男性の妻もまた、本質的に
彼らのホモソーシャルの外部に位置づけら
れており、「夫の仕事」への理解を妻に一定
程度期待した銀行員や教員のようなサービ
ス業の都市新中間層男性や、家族経営農業の
よき協働者たることを妻に期待した植民地
開拓農業移民と比較しても、主体性ある女性
へのアンビバレンツ（ベターハーフとしての
主体性は期待しつつ、それが「家庭」の枠を
超えて男性優位主義をゆるがしホモソーシ
ャルを脅かすことは認めがたいという、矛
盾）は、言説空間においてほとんど確認され
なかった。 
 
（２）日本主義におけるミソジニーの強化と
右翼的労働運動・国家社会主義運動における

女性排除 
 日本主義というものは本質的にミソジニ
ーを強化するものと考えがちであるが、明治
期・大正初期の『日本及日本人』を分析する
かぎり、その仮説は単純にはあてはまらない。
初期の日本主義は国粋保存、すなわち日本文
化の中に世界に通用する普遍的価値をもつ
ものを見出し、その良さを再確認し継承して
いこうとする点に重点があり、その文脈に添
い過度な欧化に傾かないかぎり、女子高等教
育にも一定の理解を示すなどの面もあった。 
 それが徐々に変化するのは大正末期から
昭和初期にかけてであり、要因としては①宮
廷和歌などの女性的要素を排除・周縁化した
国文学史・国家神道の体系化の完成とそれを
学修した世代による執筆活動の開始、②労働
運動への対抗策として政府・軍部の資金が右
翼団体に流れたことによる、これら団体の言
論活動の活発化、③弾圧を受けての労働運動
自身の行き詰まり、新旧中間層の取り込みを
はかっての「社会主義」離れ、コミンテルン
に対する不信感による社会主義運動内にお
ける反共主義の高まり、などがある。 
①についてであるが、三井甲之や蓑田胸喜

らによるミソジニー言説の展開がこれにあ
たる。上述のように当初は必ずしも女性排除
的ではなかった『日本及日本人』の言説空間
にも、この世代の登場によって急速にミソジ
ニー言説が存在感を増していくことになる。 
②および③についてであるが、労働運動に

とって女工の組織化は重要課題であり、多く
の組合が婦人部を設置し、無産政党もまた婦
人部をおいて女性労働者に向けてのパンフ
レット作成など、女性指導者の言論活動に一
定のリソースを割いていた。しかし③で述べ
たような理由によって労働運動右翼が国家
社会主義へと傾斜していくと、次第に②で述
べたような右翼団体勢力との提携も生じて
くる中で、日本主義（天皇主義）的要素の強
調がおこり、青年行動隊のようなホモソーシ
ャルな行動主義が称揚されていくようにな
る。またバス・市電などの交通機関労組右翼
を基盤に結成された国粋大衆党のように、当
初は車掌のような職業婦人も含めて組織化
され、婦人部を設置していた右翼団体も、次
第に婦人部を撤廃していく。社会大衆党右翼
も、国家社会主義政党への転身を進めていく
あいだに、当初置かれていた婦人部は消滅し
ていく。 
 このような（民族的）国家社会主義運動に
おける女性排除と、愛国婦人会や国防婦人会
のような、女性動員の仕組みの隣保組織的拡
がりとが、どのように並存することができた
のか、あるいはどのような軋みを生じていた
のかを、今後より深く検討する必要があると
考えられる。また、昭和前期の日本主義運動
の中でも、下中弥三郎のような大衆雑誌社を
基盤にもつ場合は、『維新』誌には何人もの
女性記者が執筆しているなど、運動の中に女
性の（言説）活動を組み込んでいる。したが



って昭和前期の日本主義運動におけるミソ
ジニーについて、より分析対象をひろげての
さらなる検討が必要になると考えられる。 
 
（３）宗教的禁欲主義と結びついたホモエロ
ティシズムの、日本における不可視性 
 ドイツ青年運動などには、宗教的禁欲主義
と結びついたミソジニー（ヘテロセクシュア
ルな欲望に対する蔑視）とホモソーシャルの
称揚があり、しかしそのホモソーシャルはし
ばしばホモエロテイックなものとみなされ、
その結果、突撃隊に対する粛清に象徴される
ような、男性集団に対するホモフォビアにも
とづいた弾圧がみられていくようになる、と
の指摘が先行研究においては行われてきた。 
 その点に関して特徴的であるのは、本研究
において分析対象とした言説空間において
は、このような宗教的禁欲主義と結びついた
男性集団のホモエロティシズムについての
言及と、それに対してのホモフォビアの表明
が、明確には見られないことである。ただし
この点については、より明確な宗教的禁欲主
義がみられると考えられる、愛郷塾や国柱会
などの団体の刊行物が分析対象に入ってい
ないためとも考えられるため、この点につい
ての分析は、まとまった所蔵がなされていな
いこれら団体の刊行物の収集の方策も含め
て、今後の大きな課題である。しかしながら
少なくとも、本研究で分析対象とした都市新
中間層男性向けからエンジニア層・上級海員
層男性向けにいたる、広範な言説空間におい
て、愛郷塾などの男性集団に対するホモフォ
ビア言説が可視化されていないことは特筆
すべきであろう。 
 考えられる理由のひとつは、日本における
行動主義的青年運動において愛郷塾的な団
体はむしろ例外的であり、全体的には行地会
のような、政治家や警察とも結びついた任侠 
系団体の方が多数派であったことが指摘で
きるのではないだろうか。もちろんこれら任
侠系団体においてもホモエロティシズムは
しばしばみられていくが、ドイツ青年運動が
中産階級の青年たちによる同階級がもつ諸
規範への抵抗であり、脅威であるととらえら
れたのに対し、日本における青年運動の大き
な担い手であった任侠系団体は、中産階級の
外部に最初から位置づけられるのであり、同
階級の性規範を含む諸規範を、内部から揺る
がすものとしてとらえられることが、少なか
ったと考えることができるのではないだろ
うか。 
 また、少なくとも植民地開拓農業移民にお
いては、青年運動的役割を果たしたものは満
蒙少年義勇隊であり、彼らは成人後は妻を娶
って家族農業の経営者となることが自明視
されていたことも、付け加えておかねばなる
まい。終わりの明確な定めなきドイツ青年運
動においては、宗教的禁欲主義と結びついた
ホモソーシャルもまた終わるときの明確な
定めを持たず、ヘテロセクシュアルな家族形

成への水脈づけもなされていなかった。それ
に対してヘテロセクシュアル規範に回収さ
れることが自明視されていた満蒙少年義勇
隊では、彼らのホモソーシャルは成人する前
の一時的な絆であり、ホモフォビアによって
攻撃せずとも時期が来れば自ずと解体する
ものとみなされていたのである。 
 
以上のように近代日本においては、ミソジ

ニーはむしろホモソーシャルの確認を通じ
なければ構築に困難をともなう都市新中間
層の男性性と強く結びついていたのであり、
また明治など近代初期よりも、大正末期から
昭和初期にかけての（民族主義的）国家社会
主義運動の高まりの中で、一度は包摂した女
性を社会運動から排除していくイデオロギ
ーとして機能した。しかしそのような社会運
動の行動主義化・青年運動化に、宗教的禁欲
主義と結びついたホモエロティシズムが明
確に可視化されていかない点に、ドイツやイ
タリアにおける青年運動との相違点があり、
この点における今後のさらなる検討が今後
の研究課題である。 
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